
先端及び中間拡径部を有する
場所打ちコンクリート杭工法の

技術開発

平成23~25年度 住宅・建築関連先導技術開発助成事業

株式会社熊谷組 ジャパンパイル株式会社
大豊建設株式会社 大洋基礎株式会社
東急建設株式会社 東洋テクノ株式会社
戸田建設株式会社 西松建設株式会社
三井住友建設株式会社
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１. 背景・目的

中間
支持層

支持層

■目的

杭基礎の中間部及び先端
部に拡径部を設け，支持
力及び引き抜き抵抗を向
上させた場所打ちコンク
リート杭工法を開発．

耐震安全性の向上や長寿
命化・省資源化をはかる．

先端拡径部

中間
拡径部

既往工法 開発工法
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模型試験

原位置載荷試験

設計・施工
方法の確立

支持力
機構の
解明

支持力
性能
の検証

施工
方法
の確立

施工機械の設計 施工試験

23年度 24年度 25年度

施工機械の改良
施工試験（追加）

解析的検討-ｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ･ﾊﾟﾗﾒｰﾀｽﾀﾃﾞｨ
実
用
化
・
市
場
化

２. 技術開発の概要
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３. 技術開発の先導性

・支持力，引抜き抵抗の向上→構造性能の向上

・支持層の分散によるリスク軽減→安全性の向上

・軸径・杭長の縮減→省資源化・低コスト化

４. 技術開発の効率性

・建設会社，杭工事会社の共同作業体制

構成員はいずれも十分な技術力，資金力を有し、杭基礎の設
計，施工に関する豊富な経験があり、技術開発において多くの
実績を有し，各種の共同開発を遂行して成果を得てきている

・遠心載荷装置を用いた実験，３次元FEM解析など

先端技術を活用した開発
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５. 実用化・市場化の状況

・設計，施工マニュアルの整備

・第三者機関の評定取得

・工法研究会の設立

→設計，施工に関する実績収集とデータベース作成

実物件適用時の問題点の収集と対応

開発会社以外の設計，施工時の技術指導

・特許申請 ２件
論文発表（建築学会，地盤工学会） ５報，
雑誌投稿 １報
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新聞記事（建設通信新聞） リーフレットの例

・新聞発表２回 （平成26年4月･平成27年6月）

パンフレット，リーフレット類の整備

各社ホームページに掲載
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６. 技術開発の完成度，目標達成度

・ 載荷試験及び解析に基づいて，設計に用いるた
めの支持力及び引抜き抵抗の評価式を設定した

・ 直径4.8mまで施工可能な掘削機械の製作や施
工試験，掘り出し調査の実施により，施工方法，
品質管理方法を確立した

製作した掘削機械 掘り出し調査
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７. 技術開発に関する結果（成功点）

・ 実大杭及び模型杭を用いた多くの載荷試験を実
施し，中間拡径部の支持力及び先端を含む拡径
部の引抜き抵抗を定式化できた

・ 実績の多い工法をベースとして改良することで，
確実な施工方法・品質管理手法を確立できた

遠心載荷装置（模型杭） 原位置載荷試験（実大杭）
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８. 技術開発に関する結果
（残された課題）

・ 実物件の適用を反映した設計方法及び施工方
法の改善，合理化

・ 載荷試験の追加実施による支持力及び引抜き
抵抗評価式の高精度化

９.今後の見通し

・ 中間部に拡径部を設けることでコストや構造性
能が優位となる適用条件（地盤条件等）を詳細
に把握し，適用の拡大につなげる


